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1.本書は、平成14年 に発掘調査 した佐久市大字岩村

田字上ノ城に所在する上の城遺跡群上ノ城遺跡の発

掘調査報告書である。

2.発掘調査は、佐久市が行う岩村田児童館建設事業

に伴い、佐久市児童課の委託を受けた佐久市教育委

員会が実施した。

3.発掘調査地籍は、佐久市大字岩村田字上ノ城2957-

1、 2957-2で ある。

4.発掘調査は平成14年 4月 4日 から同年 6月 1日 の

期間で行い、報告書は平成14年 6月 3日 から平成15

年 3月 の期間で作成した。

5.発掘調査面積は786。 8♂である。

6。 発掘調査の組織は、以下の通りである。

調査受託者 教育長 高″l 勉

事務局 教育次長  黒沢 俊彦

文化財課長 嶋崎 節夫

文化財係長 森角 吉晴

文化財係  林 幸彦、三石宗一、須藤隆司

小林員寿、冨沢一明、上原 学

山本秀典、出澤 力

調査担当 須藤隆司

調査員 浅沼ノブ江、岩崎重子、市川 昭

小幡弘子、柏木貞夫、柏木三郎、佐藤志げ子

小林 裕、神津ツネヨ、小金沢たけみ

小林まさこ、本内節雄、細萱ミスズ

7.本書で掲載した地図は建設省国土地理院発行の地

形図 (1:25,000・ 1:50,000)、 佐久市発行の基本

図 (1:2,500)を 使用した。

8。 本書で使用した空中写真は、い共同測量社と閉こ

うそくが撮影したものである。

9。 国家座標に基づく慣1量基準杭の設定は有限会社浅

間エンジエアリングに依頼した。

10。 遺物実潰1は岩崎重子、小幡弘子、佐藤志げ子、細

萱ミスズが行い、遺構・遺物 トレースは小幡弘子が

行った。遺構 。遺物写真は須藤隆司が撮影した。

11.本書の執筆・編集は須藤隆司が行った。

12.出土遺物および調査に関する記録類は一括して、

佐久市教育委員会文化財課に保管してある。

1.遺構の略称は以下の通 りである。

竪穴住居址→H 掘立柱建物址→ F 火葬墓→FD

土坑→D 堀跡→M 陥し穴→TD ピット→ P

2.挿図の縮尺

遺構の縮尺は1/80が基本で、カマ ド・火葬墓1/40、 堀

跡平面1/160・ 断面1/100である。遺物の縮尺は1/4が

基本で、玉・古銭原寸、石鏃・石錐4/5、 石斧1/2、

鉄器・石製品1/3、 石自・凹石1/6、 須恵器甕1/8で あ

る。図中にはスケールを付す。

地山断面

堀方

3.遺構の海抜標高は遺構ごとに統一し、水糸標高を

「標高」とした。

4.遺物写真の番号・縮尺は挿図と同一である。

5。 土層の色調は『新版標準土色帖』に基づいた。

6。 遺構面積の計測にはプラニメーターを用いた。

7。 一覧表の空欄は不明、推定値には△、現存置には

*を付してある。遺物の単位はnlnl、 g。

8。 挿図中におけるスクリーントーンは以下の表現で

ある。また、 Sは礫である。

粘土 焼土

ロームブロック
[IIII]黒

色処理
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理 嗣屹‡こ文踪は冬

上の城遺跡群は、佐久市北部の岩村田市街地南傾1に

位置し、千曲川支流の湯川が南流から西流に大きく方

向を変える右岸の浅間山軽石流台地に立地する。

本遺跡群では昭和48年度に上の城遺跡が調査され、

古墳～平安時代の住居址力ヽ 9軒検出されている。昭和

58年度には西八日町遺跡が調査され、弥生 。奈良・平

安時代の住居址146軒が検出された。平成 7年度には中

世の竪穴建物跡等27軒が観音堂遺跡で調査されている。

また、江戸時代末期に築城された藤ケ城跡が存在し、

今回の発掘調査地点である上ノ城遺跡は、その推定縄

張内に相当する。

今回、佐久市児童課が遺跡群内に岩村田児童館建設

事業を計画したため、建設予定地における遺構確認調

査を実施した。その結果、竪穴住居址・堀跡・火葬墓

等が確認されたため、佐久市児童課より委託を受けた

佐久市教育委員会が発掘調査を行う運びとなった。

第 1図 上ノ城遺跡の位置 (1:50,000)
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調査日誌

平成14年 4月 4日 (木 )・ 5日 (金 )

重機 (バ ックホー 0.45)を用いたトレンチ調査で遺

構確認作業を行う。

4月 8日 (月 )～ 4月 12日 (金 )

調査員 3名が参加する。重機により表土を除去し、

遺構検出作業を行う。Ml堀跡の掘 り下げ作業を開始

する。

4月 15日  (月 )

本日より調査員13名体制で本格的に遺構の調査を開

始する。l■l浅間エンジエアリングが測量基準杭を設定

する。

5月 13日  (月 )

午前中 9時から11時の時間で、岩村田小学校 6年の

生徒 160名 を対象に遺跡説明会を行う。

5月 14日 (火 )

午前中 9時から11時の時間で、岩村田小学校 5年の

生徒160名 を対象に遺跡説明会を行う。

5月 15日  (71t)

帥共同測量社がラジコンヘリにより遺跡の空中撮影

を行う。午後、岩村田小学校 3年生が遺跡見学を行う。

5月 30日 (木 )。 31日 (金 )

TD l・ 2号陥し穴の断ち割 り調査を重機を用いて行

い遺構の調査を終了し、埋め戻し作業を開始する。

6月 1日 (土 )

重機による埋め戻 し作業を終了し、発掘調査を終了

する。発掘調査には318人 。39日 を要した。

6月 3日 (月 )～平成15年 3月

報告書作成作業を行う。

写真 2 トレンチ調査

写真 3 住居址を掘る

写真 4 炭化材を検出する

写真 5 堀跡を掘る写真 1 岩村田小学生遺跡を見学



遺跡名 うえのじよういせきぐんうえのじょういせき

上の城遺跡群上ノ城遺跡

略称 IU」

所在地 長野県佐久市大字岩村田字上ノ城

2957-1,2957-2

開発主体 佐久市児童課

開発事業名 岩村田児童館建設

調査期間 発掘調査 平成14年 4月 4日 ～ 6月 1日

整理調査 平成14年 6月 3日 ～

平成15年 3月

開発対象面積 1,700ご (建物面積330ぽ )

調査面積 786.8ポ

検出遺構

縄文時代 陥し穴 2基 TDl・ TD 2

古墳時代 竪穴住居址 6軒 H2・ H3・ H6

H7・ H9・ H10

調査の概要

奈良時代

中世

不 明

出土遺物

縄文時代

古墳時代

奈良時代

中世

竪穴住居址  5軒 Hl・ H4・ H5

H8・ Hll

土坑  1基 Dl

火葬墓 4基 FD l・ FD 2・ FD 3

FD 4

堀跡  1基 Ml

掘立柱建物 j」L l棟 Fl

土坑  1基 D2

ピット 4理室 Pl・ P2・ P3・ P4

石鏃 石錐 打製石斧 土器片

土師器 須恵器 鉄鏃 自玉 砥石

編物石 磨石 軽石製品

土師器 須恵器 鉄鏃 苧引金具

臼玉 砥石 石臼 凹石

古銭 かわらけ 陶磁器 人骨

写真 6 竪穴住居址と堀跡
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第 4図  上ノ城遺跡遺構全体図 (1:200)
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1 地理的環境

佐久平は千曲川最上流部にある標高700m前後の高

原性盆地である。その真中を南から北に対角線状に千

曲川が流れ下つている。千曲川右岸の東部地域は佐久

山塊の北半にあたり、荒船山 。物見山・寄石山・八風

山が主峰となる。ここを源流とする東西性の河川、内

山川・志賀川 。香坂川により谷底平野が形成されてい

る。千曲川左岸の西部地域は蓼科山・八ヶ岳の山地か

らなり、その平地部は千曲川の氾濫源である。

佐久平北部は浅間山の噴出堆積物で形成され、軽石

流堆積物の急崖が切 り立つ田切地形が発達 してい

る。 上ノ城遺跡は、佐久平の東北部にあり、東経138°

29′ 5″ 、北緯36° 15′ 53″ 、標高707mを 測る。遺跡

が立地する台地の東端 。南端は、浅間山の東裾から流

出し極端な蛇行曲流の河川である湯川の浸食により、

高さ15mの断崖が形成されている。

この台地は黒斑火山の大規模な水蒸気爆発により崩

壊した山体の堆積物である塚原泥流が基盤を構成し、

厚さ30mの 浅間第一軽石流 (Pl)堆積が覆う。噴出

年代は、塚原泥流が約 3万年前、浅間第一軽石流が約

1万 3～ 4千年前と推定されている。

上ノ城遺跡の基本土層堆積は以下の通りである。

第 I層 暗褐色土 a(10YR3/4)、 b(10YR3/3)

砂質。小礫を多量に含む。

第Ⅱ層 黒褐色土 (10YR2/2)。 20～ 30cm

第Ⅲ層 褐色土 (10YR4/6)漸 移層。10cm

第Ⅳ層 浅間第 1軽石流 (Pl)。

ただし、調査区東側 。南側は第Ⅲ層ないし第Ⅳ層ま

で削平された地点が多い。

基本的な遺構確認面は中世、奈良・古墳時代が第Ⅱ

層であり、縄文時代が第Ⅲ層である。

写真 7 上ノ城遺跡の台地と湯川低地

-7-



2 歴史的環境

上ノ城遺跡を取 り巻 く遺跡群を概観すると、遺跡か

ら西方へ展開する湯川流域の段丘面に形成された遺跡

群と岩村田市街地に展開する中世遺跡群がある。遺跡

北部には田切台地を単位とした遺跡群が形成されてい

る。また、北西部には、塚原泥流を形成要因とする残

丘「流れ山」に構築された古墳群が存在する。

湯川流域遺跡群においてまず注目できる遺跡は、縄

文時代草創期の爪形文土器が出土した左岸高位段丘に

立地する寺畑遺跡である。竪穴住居址は確認されな

かったが充実した土器 。石器群が得られている。そし

て、右岸高位段丘に集中的に形成された弥生時代中・

後期遺跡群のあり方が代表である。西一本柳遺跡・北

西ノ久保遺跡が存在する範囲は、それぞれ100軒以上の

竪穴住居址が確認された中核集落である。北西ノ久保

遺跡に隣接する五里田遺跡では、円形周溝墓から銅釧、

住居址から鉄釧・鉄剣が出土している。また、やや下

流の左岸段丘に立地する根々井芝宮遺跡では中期の集

落が調査されており、黒曜石原石・黒曜石剥片が内部

に貯蔵された壺が住居址から検出されている。

西一本柳遺跡では古墳時代でも拠点集落で奈良 。平

安時代と継続する。北西ノ久保遺跡では後期の円墳か

ら多量の形象埴輪が出土しており独自の地域性を示し

ている。奈良時代では、左岸低位段丘に立地する仲田

遺跡の調査で住居址から花奔双蝶八花鏡が出土した。

上ノ城遺跡の周辺では、上の城遺跡で古墳時代・平安

時代の集落が調査されている。

岩村田市街地の中世遺跡では、観音堂遺跡で竪穴状

遺構などの集落が調査された。柳堂遺跡では園池や掘

立柱建物址などの館的遺構が検出され、内西浦遺跡で

は井戸跡や不規則な掘立柱建物址などの町人町を想像

させる遺構が調査されている。大井城の黒岩城では多

くの竪穴状遺構と大規模な掘立柱建物址が調査され、

城郭の一端が垣間見られた。上ノ城遺跡で確認された

堀跡は大井城の町割に関わろうか。

、
中
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ｔ
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写真8 岩村田御新城分間縮図 (市川忠三氏蔵)
写真下側が北、○が調査地点推定地
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上ノ城遺跡は江戸時代末期に築城された藤ケ城の縄

張にある。隣接する岩村田小学校に本丸があり、本調

査地点は外馬場と推定される。

佐久市北部の田切台地では古墳時代～平安時代の集

落が大規模に展開する。その核となる遺跡が長土呂地

籍の聖原遺跡である。現在までに約1,000軒 の住居址が

確認され、「伯万私印」と刻まれた石製印、瓦塔片、

「於寺」。「大方寺」の墨書・刻書土器、八陵鏡などの

特徴的な遺物が出土している。聖原遺跡は佐久郡衛の

推定地を考える上で重要な位置を占めている。

1lV｀ ・ '

α
■ガ亀

♂■‐8:彎

３

０

％

第 5図 周辺遺跡の分布 (1:25,000)
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遺跡群 遺跡名 所在地 立地 縄文 弥生 古墳 奈良 平 安 中世 近 陛 報告書
1 上の城 上ノ城遺跡 岩村田 第 2段丘 H6 H5 FD3,Ml 本報告書
2 藤ケ城跡 岩村田 第 2段丘 城郭

3 上の城 上の城遺跡 岩村田 第 2段丘 H34

4 上の城 上の城丹過遺跡 岩村 El 第 2段 丘 7ヽ11

5 上の城 西八 日町 岩村田 第 2段丘 H139

6 上の城 観昔堂遣跡 岩村田 第 2段丘 Ta27,D174,M3 第70集

7 東一本柳古墳 岩村田 第 2段丘 古墳

8 一本柳 東一本柳遺跡 岩利
^田
第 2段丘 H5

9 一本柳 北一本柳遺跡 岩村田 第 2段丘 H10
一本柳 西一本柳遺跡 I 岩村田 第 2段丘 H3,Dl,ヽ /11 第34集

一本柳 西一本柳遺跡 1 岩村田 第 2段丘 第37集
一本柳 西一本柳遺跡Ⅲ・Ⅳ 岩村田 第 2段丘 H75 H25 第73集
一本初I 西一本llll遺跡V・ Ⅵ 岩オJlヨ 第 2段丘 第91集
一本柳 西一本柳遺跡Ⅶ 岩村田 第 2段丘 H7 H2 年報 8

北西ノ久保遺跡 (第 1次 ) 岩村 lコ 第 2段丘 H61,HMl H19,OTl,S7 Hl H6 市教1984

北西ノ久保遺跡 (第 2次 ) 岩村田 第 2段丘 H67,D24 S10,D3 セ第 8集
鳴沢 五里田遺跡 根々井 第 1段丘 TD7 H43,EM4,HMl OT2 第74集

中西ノ久保 中西ノ久保遺跡 岩村田 第 1段丘 第37・ 66集

寺畑 仲田遺跡 猿久保 第 1段丘 H10 Hll 第66集

寺畑 寺畑遣跡 猿久保 第 2段丘 第40・ 66集

官の上 根々井芝官遺跡 根々井.槙和 第 2段丘 H43・ D9 H3 第49集

大井城跡 王城跡 岩村田 第 2段丘 Tal,D3,Ml 市教1988

大井城跡 黒岩城跡 岩村田 第 2段丘 H15 Ta56,F3,D281,IDl,M2 市教1986・ 1988

大井城勘( 石並城跡 岩村田 第 2段丘 Hユ Tv1 4 市教1986、 第16集

岩村 田 菅田遺跡 岩村田 田切台地 年報 9

岩村田 中宿遺跡 岩村田 田切台地 H2 Ta7 第65集

岩村田 内西浦遺跡 岩村田 田切台地 Hl、 M2 Ta7.F13.D15.ID6 市教1990

岩村田 柳堂遺跡 岩村田 田切台地 H2.El1/13 Hl T a33,ID6,P4300 第85集

岩村田 上木戸遺跡 岩村田 田切台地 Hl.OTl,D4 Hl 第96集

枇杷坂 琵琶坂遺跡 岩村田 田切台地 H3 市教1985

円正坊 上直路遺跡 岩村田 田切台地 年報 6

円正坊 円正防遺跡 I 岩村田 田切台地 第102集

円正坊 円正坊遺跡 Ⅱ 岩村田 田切台地 H2、 OTI H2、 Fl 第53集

円正坊 円正坊遺跡遺跡Ⅳ 岩村田 田切台地 HN13,EA/17 H27,OTl,F21 H4 A/13 第102集

円正坊 円正防遺跡 V 岩村田 口切台地 Hl 第 102集

円正坊 清水田遺跡 岩村田 田切台地 H3 年報 4

円正坊 蔦石造跡 岩村 Iコ 田切台地 甕棺墓 1 セ第13集

松の木遺跡 岩村田 微高地 Hl 第91集

中長塚遺跡 岩村田 低 地 ガ(田 2 第91集

栗毛坂 赤座垣外遺跡 岩村田 田切台地 H4 H10 第11集

栗毛坂 栗毛坂遺跡A地区 岩村田 第 1段丘 D24 Hll 県12

栗毛坂 栗毛坂遺跡B地区 岩村田 第 2段丘 Dl H13 H6,Fll 県12

栗毛坂 栗毛坂遺跡C地区 岩村田 田切台地 H40.F54 県12

栗毛坂 芝問遺跡 岩村田 田切台地 Hl H3 Tal,D3 セ第3集

栗毛坂 前藤部遺跡 イヽ田井 田切台地 Ta82 第68集

栗毛坂 上曽根遺跡 岩村田 田切台地 Hl 第 6集

栗毛坂 西曽根遺跡 岩本1田 田 LJ」台地 H2 第18・ 41集

栗毛坂 西曽根 (栗毛坂D区 )遺跡 岩村田 田切台地 県38

曽根新城遺跡 長土呂 田切台地 TD6 H20 第41集

枇杷坂 上久保田向遺跡 岩村田 田切台地 第25・ 27・ 41集

枇杷坂 上久保田向遺跡 (県 ) 岩村田 田切台地 H3 県12

枇杷坂 下穴虫遺跡 岩村田 圏切台地 第58集

長土呂 聖原・上聖端遺跡 長上呂 田切台地 TD22 Hl,000以 上 第10・ 24・ 33・ 56集

長土呂 聖原遺跡 (県 ) 長土呂 田切台地 TD3 H17 県38

長土呂 上大林造跡 長土呂 田切台地 第 9集

長土呂 下聖端遺跡 長土呂 田切台地 H4 H8 H15 第 9.20・ 83集

長土呂 聖石遺跡 長土呂 田切台地 H3 第94集

芝宮 下曽根遺跡 長土呂 田 Lp」台地 H46 H25 第33・ 88集

芝宮 上芝宮遺跡 長土呂 田 L」J台地 H4 第19・ 47・ 88集

芝宮 南上中原・南下中原遺跡 長土呂 田 L7J台地 H5 第23・ 38集

芝宮 上高山遺跡 長土昌 田 L7」台地 Hl 第 9 13集

芝宮 下芝宮遺跡 長土呂 田切台地 H2 第 9集

芝宮 高山遺跡 長土呂 田 LJ」台地 第69集

周防畑 入高山遺跡 長土呂 田切台地 HMl H2 Hl 第93集

周防畑 周防llllA遺 跡 長土呂 田切台地 H5 市教1980

周防畑 南近津遺跡 長土呂 田切台地 H10 H7 第76集

周防畑 若官遺跡 長土呂 田切台地 Hll H4 市教19&、 第12集

周防畑 周防畑 B遺跡 長土呂 田切台地 H23,D22,HM2 H18 市教 1981

チ司1方 1田 辻の前選跡 長土呂 田 LJ」台地 第92集

濁 り遺跡 塚原 低地 水 田 第46集

近津 上宮原遺跡 長上昌 田切台地 Hl 第 9集
近津 北近津遺跡 長土呂 田 Ly」台地 市教1972

西近津 西近津遺跡 長土呂 Iコ切台地 Hl 市教1971

西近津 森下造跡 長土昌 田 LJJ台地 H4 H41 H6 セ第18集

西近津 三貫畑遺跡 長土呂 lll切 台地 第 7集
下大豆塚古墳 1・ 2号墳 長土呂 微高地 古墳 市教1983

東池下古墳 1.2・ 3・ 4号墳 常 田 微高地 古墳

鷺林古墳 1・ 2・ 3・ 4・ 5号墳 長土呂 微高地 古墳

教市

セ
県

Ｓ

ＴＤ

ＦＤ

Ｄ

Ｍ

Ｈ
■
Ｆ
ＥＭ
ＨＭ
∝

竪穴住居班L

竪穴状遺構
掘立柱建物班L

円形周溝墓

方形周溝墓

古墳

表 周辺遺跡一覧表

周漫
陥 し穴
火葬墓
土坑
堀 ・溝

佐久市教育委員会

佐久埋蔵文化財センター

長野県埋蔵文化財センター
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1

TDl号陥し穴

A・ B6グ リッドⅢ層上面で検出された長楕円形を呈

する土坑で、底部に4個のビツトがある。各ピットに

は複数の本痕状堆積が見られる。長軸は東西方向であ

る。遺物は検出されていないが、その検出面と形態か

ら縄文時代の陥し穴と考えられる。

C

|口 c

上場 :234× 110× 87

下場 :216× 70

長軸方向 :N-86電 E

P4:24x14X32 (cm)

標高 7064m

(1:80)

1層  黒褐色土 (10YR2/2)ロ ームブロック(～ 3 cm)を 含む。
2層  黄褐色ローム (10Y騒 /6)主 体、黒褐色土ブロック(～ 10 cm)を 多く含む。
3層  黒褐色土 (10YR3ノ2)ロ ームプロック(～ 2ぃ )を 多く含む。
4層  にぶい黄橙色土 (10YR6/4)褐 色土ブロックを柱痕状に多く含む。

第 6図 TD l号陥し穴

|>

塁
|>

陥し穴

TD 2号陥し穴

D6グ リッドのH4号住居址床下で検出された長楕

円形を呈する土坑で、底部に4個のビットがある。遺

物は検出されていないが、TD l号と形態・規模が同等

であり、同時期に構築されたものと考えられる。両者

は7.2mの 間隔で南北に並ぶ。

C

|口  c

上場 :234× 102X74

下場 :210× 56

長軸方向 :N-79°―W

P4:30X14× 38 (cm)

標高 7068m

1層  褐色土 (10YR4/4)黒 褐色土プロック(～ 10 cm)を 多量に含む。
2層  にぶい褐色土 (7 5YR5/4)褐色土ブロックを柱痕状に多く含む。

第 7図 TD 2号陥し穴

2m

写真 9 TD l号 陥し穴とそのビット 写真10 TD2号 陥し穴とそのビット
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縄文中期後半の土器片 1点、石鏃 3点、石錐 1点、

打製石斧 3点が検出されている。

土器片はH2号住居址覆± 2層 から検出された口縁

部破片である。石鏃は住居址覆± 1層から検出された。

有茎 2点、無茎 1点である。石材は黒曜石 2点 と頁岩

石器と土器

1点である。石錐はH5号住居址 3層 から検出された

黒曜石製で、先端部が環状に摩減し中央が突出してい

る。打製石斧 3点は黒色安山岩製で刃部倶1破片である。

5の刃部は急角度で摩耗痕はない。 6。 7は刃部に顕

著な摩耗痕跡が観察される。
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第 8図 縄文時代の石器・土器

一一４一』審一一一．　　　　　　　　　一一「 写真11 縄文時代の石器・土器

表 2 縄文時代石器一覧表
番号 器 種 材  質 長  さ 幅 厚  さ 重  量 出土位置 備  考
l 石 鏃 黒曜石 17 4 H2Ⅱ 区 1層 先端・左脚部欠損

石鏃 黒曜石 4 H6Ⅱ 区 1層 先端部欠損

石 鏃 頁岩 3 11 HllⅣ 区 1層 茎部欠損

4 石 錐 黒曜石 4 H5Ⅳ 区 3層 先端部摩滅

5 打製石斧 黒色安山岩 D6グ リッ ドⅡ層 先端部

6 丁製石斧 黒色安山岩 H51区 堀方 先端部・刃部摩耗

7 打製石斧 黒色安山岩 *〕 2 28.8 H2Ⅱ 区床直 先端部・刃部摩耗
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嗜 竪穴饉鯰mと そのL物

H2号住居址 (第 9～ 11図、写真12・ 13)

E3グ リッドを主体として、検出面Ⅲ層で確認され

た。Fl号掘立柱建物址に切られ、Hl号住居址が住

居中央に掘 り込まれている。隅丸方形を呈し、南北長

500cm、 東西長470cm、 壁残高78cm、 面積23.8ぽ の規模

を有する。覆土は住居址上層を覆う 1層、下層の 2層 、

壁際の 3層、柱穴上部・周溝を埋める4層、柱穴下部

の 5層 に大別される。 2層 は人為埋上の傾向を示す。

周溝は北壁東側、東壁南隅を除いて存在する。堀方は

柱穴間内中央 (図点線範囲)を台状に掘 り残すタイプ

である。主柱穴は 4個 (Pl～ 4)で カマ ド右脇に貯

蔵穴と考えられるP5がある。

カマ ドは北壁中央やや東よりに位置し、粘土で構築

された両袖が部分的に確認された。右袖には構築材で

ある割石の袖石が残存 していた。

遺物は須恵器杯蓋、土師器不、土師器甑、土師器甕、

上師器壷、自玉、編物石が得られている。第10図 1の

須恵器杯蓋は I区 2層から出土した。T K10並行と考

えられようか。長い口縁部が外反し、日縁部と丸底の

底部に稜が形成された同図 2～ 4の杯は床面から出土

している。半球状を呈 し内外面が赤色塗彩された同図

6の杯は、床面・カマ ドの出上である。全開の底部を

なす同図 7の甑と9の長胴甕は I区床面、 8の小形甕

と10の壷は I区 2層から検出されている。

同図11～ 16の滑石製自玉はP2西脇の床面に一括し

て廃棄されたものである。大きさは直径 711111程 で孔径

は 2 1nll程である。上下面の構成が平面と斜めあるいは

IIl凸面からなる。編物石と考えられる楕円形礫が24点

出土している。そのうちⅢ区 2層 に13点、Ⅳ区床面南

隅に 6点の集中が見られた。明確な調整加工が施され

てたものは、片側縁に凹部が形成された第11図 35の 1

点である。サイズは長さ 7・ 8 cm大が主体である。石

材は湯川の河床安山岩礫と思われる。

本住居址の時期は、その須恵器・土師器の様相から

6世紀中葉と考えられる。

H3号住居址 (第 12～ 14図、写真14～ 23)

E5グ リッドを主体として、検出面Ⅱ層で確認され

た。FD3火 葬墓、Ml堀跡、Dl・ 2土坑、 P3・

4ビ ットに切られる。 I区が攪乱、Ⅳ区・南壁がMl

堀跡で壊されているが、隅丸方形を呈し、推定南北長

580cm、 東西長580cm、 壁残高70cm、 推定床面積29.3ピ

の規模を有する。覆土は住居址上層を覆う 1層、下層

の 2層、柱穴の 3層 、周溝を埋める4層 に大別される。

2層 は人為埋土の傾向を示す。周溝は確認した範囲で

壁際を巡る。堀方は柱穴間内中央を台状に掘 り残すタ

イプである。主柱穴は 4 4Elと 考えられP2・ P4が確

認されている。両柱穴には北・西壁に直行し周溝に連

結する溝、東 。南壁に直行し周溝に連結する溝が存在

する。さらに、P2の南側、P4の北側に同様の規模

で壁に直行して周溝に連結する溝が存在する。 P2と

西壁を繋ぐ溝底部、東壁に繋がる溝底部は中央の高ま

りで 2本に区分されている。

カマ ドは北壁中央に位置し、粘土で構築された両袖、

書J石で構築された焚き田部の両袖石とその天丼石、同

様に構築された煙道部入り口部の両袖石とその天丼石

が残存していた。ただし、支脚石は確認されていない。

建築材と考えられる炭化材が住居址中央部と東西壁

に沿って検出された。後者は壁に直行する遺存状態で

あった。これらは床面より上位の 2層 中から検出され

ており、主柱が存在しない点などから、住居廃絶時に

構築材を燃やしたものと考えられようか。

遺物は、須恵器杯蓋、土師器杯、土lT器高杯、土師

器鉢、土師器壷、土師器甑、土師器甕、臼玉、軽石製

品、編物石、鉄鏃が得られている。カマ ド右脇床面と

Ⅱ区 2層 に遺物の集中部が見られた。前者では、第13

図 3・ 4の内面黒色処理された土師器杯、16の内外面

ヘラミガキされた大形の上師器鉢、18。 19のヘラケズ

リ後にヘラミガキが施された甕が廃棄されていた。後

者では、 6の小形単孔の土師器甑、 7の底部全開の大

形土師器甑、 8・ 10の上師器小形甕、13の土師器小形

-13-



|ロ

上鋏
―
一

?     (140)    llm

標高 7069m

l層 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック (～ 3 clll)多 くを含む。
2層  黒褐色土 (10YR3/2)′ くミス、ロームブロック(～ 3 clll)、 黒褐色土
ブロック (10YR2/2、 ～ 5 cm)を 多く含む。ローム粒子を多量に含む。

3層  褐色土 (10YR4/6)ロ ーム粒子を多量に含む。
4層  褐色土 (10YR4/4)ロ ーム・黒褐色土粒子を含む。
5層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)暗 褐色土ブロック(10YR3/3)を 含む。
6層  黄褐色 (10YR5/6)ロ ーム主体に黒褐色土ブロック(10YR2/2)を 多量
に含む。堀方埋土。

黒褐色土 (10YR3/2)焼 土粒子・ブロックを多く含む。
黒褐色土 (10YR3/2)焼 土粒子を多量に含む。
黒褐色土 (10YR2/2)焼 土ブロック (～ 2 cm)を 多量に含む。
にぶい黄褐色土 (10YR4/3)褐 灰色粘土ブロック(10YR4/1、 ～ 4 cm)

を含む。

層

層

層

層

①

②

③

④

標高 7077m

第 9図 H2号 住居址

1    (130)    7m

轟|六哩恣蝙11il轟
H2号住居llL(左上 カマ ド、左下 堀方)
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第10図  H2号 住居llLの上器 。玉

表 3 H2号 住居址土器一覧表
番号 器種 器形 口径 底径 器高 成形 調整 出土位置 備考

1 須恵器 杯蓋 ∠ゝ150 I区 2層

2 ±lT器 杯 144 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ I区床面

± lT器 不 154 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド左脇床面

土師器 不 ∠ヽ48 内面 :ヘラミガキ 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズ リ Ⅳ区床面

土師器 郊 △140 内面 :み こみ部ナデ・口縁ヨコナデ タ1面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ I区 2層

土師器 不 ∠ゝ150 内面 :ヘ ラミガキ・赤色塗彩 外面 :ヘラ ミガキ・赤色塗彩 Ⅱ区床面・カマ ト 赤色塗彩

7 土師器 甑 258 内面 :ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ I区床面

土師器 甕 ∠ゝ204 内面 :ナ デ 外面 :口縁 ヨコナデ・1同部ヘラケズリ I区 2層

土師器 甕 *265 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ タト面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ I区床面

土師器 *180 内面 :El縁 ヨコナデ・Л同部ナデ 外面 :Л同部ヘラケズリ・刷毛目・ヘラミガキ I区 2層
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表 4 H2号 住居力L石器・玉一覧表
番号 器種 材質 長さ l享 さ 重量 出土位置 備考

自 I 滑石 P2西脇床面 7L径 2.2

自玉 滑石 0.38 P2西脇床面 孔径 1.7

臼玉 滑石 7 P2西脇床面 子L径2.3

自玉 滑石 P2西脇床面 子L径 1.8

|コ玉 滑 石 P2西脇床面 孔径 1.9

臼玉 滑石 7 0.26 P2西脇床面 孔径2

編物石 安山岩 307.74 I区床面

編物石 安瞳1岩 251.3 I区床面

編物石 安止I岩 160.56 Ⅱ区床面

編物石 安11岩 150.26 Ⅱ区床面

編物石 安山岩 146.66 Ⅱ区床面

編物石 安山岩 271.89 Ⅲ区 2層

編物石 安曲岩 154.72 m区 2層

編物石 安山岩 222.47 Ⅲ区 2層

編物石 安饉1岩 144.88 皿区 2層

編物石 安曲岩 82.09 腱区 2層

編物石 安出岩 162.86 Ⅲ区 2層

編物石 安止l岩 118.61 皿区 2層

編物石 安山岩 123.39 Ⅲ区 2層

編物石 安山岩 118.23 Ⅲ区 2層

編物石 安山岩 153.73 lll区 2層

編物石 安山岩 171.04 菫区 2層

編物石 安山岩 148.32 Ш区 2層

編物石 安山岩 231.02 Ⅲ区 2層

編物石 安餞1岩 291.3 Ⅳ区床隅

編物石 安曲岩 137.13 Ⅳ区床隅

編物石 安山岩 Ⅳ区床隅

編物石 安 l麟岩 184.82 Ⅳ区床隅

編物石 安饉1岩 167.49 Ⅳ区床隅

編物石 安山岩 126.19 Ⅳ区床隅 欠損

0
倉3
○
鱚

0
32

a

65

第11図  H2号 住居址の石器

25
0
my

〇
20
○盆9 QA R糟
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潮 li

厄
|]

X・骨
標高 A～ H:707 m l～ R:7064m

lm

標高 706.81n

暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 多くを含む。

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒子を多く含む。焼上を含む。

炭化物片を多量に含む。

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック (～ 3 cm)を 含む。

褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒子を多量に含む。

黄褐色ローム(10YR5/6)主 体に黒褐色上プロック (10YR2/2、 ～ 10 cm)

を多量に含む。堀方埋土。

暗褐色土 (10YR38)焼 土粒子を多く含む。
黒褐色土 (10YR3/2)焼土プロック (～ 2 cm)を 多く含む。

粘土プロック (～ 2 cm)を 含む。

黒褐色土 (10YR3/2)焼土ブロック(～ 4 cm)を 多量に含む。

灰を多く含む。

にぶい黄褐色上(10YR4/3)粘土・ロームプロック (～ 2側 )、

黒褐色上プロック (～ 5 cm)を 含む。

褐色上 (10YR4/4)ロ ームプロック(～ 2 cm)を 多量に含む。

第12図  H3号 住居址

蒻

O   R

蒻

媚
靡
　
媚
娼
媚
　
醜
∝
　
∝
　
∝
　
鏃

愕

-18-



写真14 H3号住居址の炭化材 (1) 写真15 H3号住居址の炭化材 (2)

写真16 H3号住居址の炭化材 (3) 写真17 H3号住居址の炭化材 (4)

写真18 H3号住居址 写真19 H3号住居址堀方

写真20 H3号住居llLカ マ ド 写真21
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第13図 H3号 住居llの 土器
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写真22 H3号住居址の土器
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表 5 H3号 住居址土器一覧表
番号 器種 器 形 口径 底 径 器 高 成形・調整 出土位置 備考

1 須恵器 杯 蓋 IIX 2層 H6と 接合
土師器 不 △ 110 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :ヘ ラミガキ 底部ヘラケズリ Ⅲ区 1層

土師器 14N 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :ヘ ラミガキ カマ ド右脇床面

土師器 不 内面 ガキ・黒色処理 外面 :ヘラ ガ キ カマ ド右脇床面

土師器 高杯 内面 :ヘラミガキ タヽ面 :ヘラミガキ 皿区 1層

6 土師器 甑 内面 :口 縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層 孔径20

土師器 甑 289 △91 297 内面 :ヘラケズリ・ヘラミガキ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層

土師器 甕 104 内面 :口縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :|コ 縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ ⅡIX 2層
土師器 甕 94 内面 :ナ デ 外面 :ヘラケズリ・ヘラ ミガキ Ⅱ区堀方埋土

土師器 甕 内面 :口 縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層

土師器 甕 内面 :口 縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ Ⅱ区床面

土師器 甕 内面 :ヘラミガキ 外面 :口縁ヨコナデ・ヘラケズリ、胴部ヘラケズ 1タ ヘラミガキ I区 2層

土師器 *69 内面 :口 縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層

土師器 甕 ιゝ92 内面 :ナ デ・ヘラミガキ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層

土師器 甕 ∠ゝ60 内面 :口 縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ I区 2層

土師器 鉢 64 内面 :ヘ ラミガキ 外面 :口縁ヨコナデ、胴部ヘラケズリ・ヘラミガキ カマ ド右脇床面

土師器 甕 ∠ゝ58 内面 :口 縁 ヨコナデ 胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 2層

土師器 甕 *179 内面 :ナ デ 外面 :|コ 縁 ヨコナデ、胴部ヘラケズリ・ヘラ ミガキ カマ ド右脇床面

土師器 甕 ∠ゝ201 *226 内面 :櫛 目状工具ナデ 外面 :ヘラケズ リ・ヘラ ミガキ カマ ド右脇床面

02

026
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第14図  H3号 住居址の石器 。石製品 。鉄器

番号 器種 材質 長 さ 厚 さ 重量 出上位置 備 考

自 王 滑石 8 Ⅱ区床面 孔径2

臼王 滑石 Ⅱ区周溝 孔径2.6

編物石 安山岩 538.32 Ⅲ区床面

編物石 安山岩 Ⅲ区 2層

編物石 安山岩 Ⅱ区 2層

編物石 安山岩 237.08 Ⅲ区 2層

編物石 安山岩 136.06 Ⅱ区床面

編物石 安山岩 153.25 Ⅱ区 2層

編物石 安山岩 64 Ⅱ区 2層

軽石製品 軽石 17.15 Ⅱ区 2層

鉄鏃 鉄 3 10.71 Ⅱ区床面

鉄 鏃 鉄 3 1037 Ⅱ区床面

写真23 H3号住居址の石器・石製品。鉄器

表 6 H3号 住居址石器・石製品・鉄器一覧表
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壺、14・ 17の土師器甕が主に炭化物の上部から検出さ

れた。

須恵器不蓋の主体はⅡ区 2層 で出土しているが、H

6号住居 I区床面検出の回縁部破片 1点が接合してい

る。M T15並行と考えられようか。

第14図 20・ 21の滑石製自玉は住居中央付近の床面と

西壁周溝から検出されたもので、直径 8 nlnlほ どの大き

さである。同図30。 31の細根系鉄鏃はカマ ド前面の床

面出土である。22～ 28は編物石と考えられる楕円形河

床礫でⅡ区 2層、Ⅱ・Ⅲ区床面から検出されている。

22の右側縁と25の両側縁には調整加工によつて凹部が

形成されている。29の軽石製品は上部に穿孔が施され

た資料で、Ⅱ区 2層 に廃棄されていた。

本住居址の時期は、土器様相から6世紀中葉と考え

られる。

H6号住居tlL(第 15～ 17図、写真24～ 26)

D8グ リッドを主体として、検出面Ⅱ層で確認され

た。P2ビ ットに北壁西半上部を切られる。隅丸方形

を最し、南北長510cm、 東西長510cm、 壁残高68cm、 面

積25。 9ぽ の規模を有する。覆土は住居址上層を覆う 1

層、下層の 2層、壁際の 3層 、柱穴を埋める4層 に大

別される。 2層 は人為埋上の傾向を示す。周溝は北壁

西側、東 。南壁、西壁中央部に存在する。堀方は柱穴

間内中央を台状に掘 り残す傾向にあるが、他の住居ほ

ど明確な高低差はない。主柱穴は4個 (Pl～ 4)で

カマ ド右脇に貯蔵穴 (P5)がある。さらに、南壁中

央に接して出入り口施設を想定させるP6、 南東隅に

P7が確認された。P4には南壁周溝に直行連結する

溝が伴い、P4北側にはH3号住居と同様な東壁周溝

に直行連結する溝が存在する。また、カマ ド煙道部と

同等な掘 り込みが東壁中央部に存在し、焼土面と平石

の廃棄も確認された。 Pl～ 4・ 6の堀方はそれぞれ柱

穴 2本分を有し再構築の過程を示す。

カマ ドは北壁中央やや東よりに位置し、粘土 。害J石

で構築された両袖が確認された。焚き口部、煙道入り

闘部に天丼石はないものの、両袖に割石が据えられて

いた。カマ ド前方に廃棄された平石が天丼石などの構

築材と考えられようか。燃焼部には割石の支脚石が残

存していた。

遺物は須恵器杯蓋、土師器不、土師器高杯、土師器

手捏、土師器鉢、土師器甑、土師器甕、自玉、編物石、

砥石、磨石が得られている。第16図 1・ 4・ 6・ 9の

土師器杯と16の土師器甕がカマド燃焼部、 3の土師器

杯と11の土師器手捏がカマド左脇床面、 5の上師器杯

が P5上面、15の土師器鉢がP6上面で検出された。

自玉はカマ ド右脇床面で 2点、カマ ド前面西の床面で

4点の集中が見られた。

須恵器杯蓋は上述したように破片が I区床面から出

土し、H3号住居Ⅱ区 2層 出土の破片と接合したもの

である。土師器杯は第16図 1～ 4の長い口縁部が外反

し、日縁部と丸底の底部に稜が形成され、内面黒色処

理された形態が主体である。第17図25～ 27の編物石は

楕円形礫で明確な加工はない。磨石は楕円柱状礫の平

坦な両側面と裏面に使用痕跡が観察されるもの (同図

28・ 29)と 楕円扁平礫の表裏面に使用痕跡が確認され

るもの (同図30)が得られている

本住居址の時期は、土器様相から6世紀中葉と考え

られる。

H7号住居址 (第 18。 19図、写真27・ 28)

E8グリッドを主体として、検出面Ⅱ層で確認され

た。Ml堀跡によつて中央部が破壊されている。東西

方向に長い隅丸方形を呈し、南北長推定490cm、 東西長

推定540cm、 壁残高54cm、 面積推定27ぽの規模を有する。

覆土は住居址上層を覆う 1層、下層の 2層 、壁際の 3

層、柱穴を埋める 4・ 5層 に大別される。 2層は人為

埋土の傾向を示す。周溝は北壁西側、西南隅を除いて

存在する。堀方は柱穴間内中央を台状に掘 り残す傾向

にある。主柱穴は4個 と想定され、P3。 P4が確認

されている。カマ ド右脇に貯蔵穴 (P5)がある。こ

れらは再構築されたものと考えられ、 P3・ P4では

それ以前の柱穴堀方 P③ oP④がそれぞれの北傾1に存

在 し、P5では西側に以前の堀方がある。P3には西

壁に直行する溝が付随する。ただし。西壁には周溝が

なく連結しない。

カマ ドは北壁中央に位置し、粘土で構築された両袖

の一部が確認されが、上部はMl堀跡で削平され構造

は明確ではない。

遺物は須恵器杯蓋、須恵器盤、土師器杯、土師器甕、
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巡
標高 706.31n

0

1層  暗褐色土 (10YR3/3)′ くミス、ローム粒子を含む。
2層 暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム・黒褐色土ブロックを多量に含む。
3層 褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒子を多量に含む。
4層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 含む。
5層 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック (～ 5 cm)を 多量に含む。

堀方埋土。

6層 黄褐色 (10YR5/6)ロ ーム主体に黒褐色土ブロック (10YR2/2、
～ 10 cm)を 多量に含む。堀方埋土。

①層 暗褐色上 (10YR3/4)焼 土、灰色粘土ブロック(～ 2 cm)を 多く含む。
②層 暗褐色土 (10YR3/3)焼 土ブロックを多量に含む。
P5 1層  黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 多く含む。

黒褐色土ブロック (10YR2/2、 ～ 5 cm)を 含むc

2層  黒褐色土 (10YR2ノ 2)
3層  にぶい黄褐色土 (10YR4/3)。
1層  暗褐色土 (10YR3/3)。
2層  褐色土 (10YR4/4)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 多量に含む。
1層 黒褐色土 (10YR3ノ2)ロ ームブロック(～ 3 cm)を 多く含む。
2層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒子を多く含む。
3層  黒褐色土(10YR3/1) 標高 A～ J:7068 m K～ P:7062m ,    (130)    4m

Ｇ
一

第15図 H6号住居址

写真24 H6号住居址 (1)
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カマ ド

写真25 H6号 住居址 (2)
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10

10cm

第16図 H6号住居址の土器

表7 H6号住居llL土器一覧表
番号 器種 器形 口径 底径 器高 成形・調整 出上位置 備考

1 ±lT器 杯 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド燃焼部

2 ± 1市器 杯 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ I区床面

3 土師器 不 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド左脇床面

土ЯT器 不 内面 :ヘラミガキ・黒色処理 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド燃焼部

5 土師器 杯 内面 :ヘ ラミガキ 外面 :ヘラミガキ P5

6 土師器 塔 内面 :ヘラミガキ タ1面 :El縁 ヨコナデ・底部ヘラケズ リ カマド燃・I区床
7 土師器 不 内面 :みこみ部ナデ・口縁ヨコナデ 外面 口縁 ヨコナデ ,底部ヘラケズリ Ⅳ区床面

8 土師器 杯 70 内面 :みこみ部ナデ・EIl縁 ヨコナデ 外面 :日縁ヨコナデ・底部ヘラケズリ Ⅲ区 1・ 2層

9 土師器 杯 ∠ヽ90 内面 :ヘラミガキ タト面 :口縁ヘラミガキ・底部ヘラケズリ カマ ド燃焼部

土師器 高杯 夕:面 :ヘラミガキ Ⅲ区床面

土師器 手捏 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマ ド左脇床面 口縁指圧痕

土師器 甑 ∠ヽ308 △110 362 内面 :ヘラミガキ タi面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅱ区 1層

土師器 甕 内面 :EIl縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅳ区床面

土師器 ∠ゝ140 54 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ 皿区 1・ 2層

土師器 230 内面 :IIl縁ヘラナデ、胴部ナデ・ヘラミガキ タト面 :胴部ヘラケズリ・ヘラミガキ P6上 面 底部木葉痕

土師器 甕 *210 内面 :ナ デ 外面 :ヘラケズリ カマド燃焼音5 底部木葉痕
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第17図  H6号 住居址の石器・玉

表 8 H6号 住居址石器・玉一覧表
番号 器種 材質 長 さ 幅 厚 さ 重 量 出上位置 備考

自玉 滑 石 カマ ド右脇床面 孔径2.4

自玉 滑石 6 0.52 カマ ド右脇床面 孔径2.3

自玉 滑石 カマド左脇床面 孔径2.5

自玉 滑石 0.32 カマ ド左脇床面 子L径2.2

自玉 滑石 6 カマ ド左脇床面 孔径2.3

臼玉 滑石 7 カマ ド左脇床面 ・7Lイ蚤2.4

自玉 滑石 Ⅲ区床面 孔径2.4

砥 石 流紋岩 51.94 Ⅱ区 1層

編物石 安山岩 417.5 Ⅲ区 2層

編物石 安山岩 235.81 lll区 2層

編物石 安山岩 112.87 皿区床面

磨石 安山岩
ro4 794.55 Ш区 2層

磨石 安山岩 585.42 Ⅲ区 2層

磨石 安山岩 797.38 □区床面
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写真26 H6号住居Jl上の土器・ ll‐器・玉
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層

層

　

層

層

層

暗褐色土 (10Y田/3)パ ミス、ローム粒子を含む。
黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック(～ 5 clll)、
黒褐色土ブロック(～ 6 cm)を 多く含む。
褐色土 (10YR4/4)ロ ーム粒子を多量に含む。
暗褐色土 (10Y田/2)ロ ーム粒子を多く含む。
暗褐色上 (10Y圏/4)ロ ームブロック(～ 2 clll)を
多量に含む。

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック(～ 5 cm)を
多量に含む。堀方埋土。

暗褐色土 (10YR3/3)焼 土ブロック(～ 2 clll)を
多く含む。

P5
1層  黒褐色土 (10YR32)ロ ームプロック(～ 2 cm)を
多く含む。

2層  黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒子を含む。

6層

E
標高 7068m ~

第18図 H7号 住居址

写真27 H7 号住居址
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①
田 12

第19図  H7号 住居址の土器 。石器・玉

表 9 H7号 住居址土器一覧表

Ю      Cm

8鸞
Ю   9牲 |二

写真28 H7号住居址の土器・石器・玉

表10 H7号住居址石器 。玉一覧表

11

⊂ 亘 113

Cm

番号 器種 器 1 [ 底 径 器高 成形・調整 出土位置 備考

l 須恵器 杯蓋 天丼部回転ヘラケズリ カマ ド右脇床面

2 須恵7S 底部回転ヘ ラケズリ Ⅲ区 2層 高不か

3 須恵器 需 底部回転ヘラケズリ I区床面

4 ■1師器 士ィ ∠ゝ 122 内面 :み こみ部ナデ ,「 l縁 ヨコナデ 外面 :IJ縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ 1層

5 土師器 ∠ゝ 122 内面 :み こみ部ナデ ロ縁 ヨコナデ 外面 :|コ 縁ヨコナデ・底部ヘラケズリ I・ Ⅲ区 2層

6 上師器 内而 :み こみ部ナデ・口縁ヨコナデ 外面 :|]縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ Ⅳ区 2層

7 土師器 内面 :み こみ部ナデ ロ縁ヨコナデ 外面 :口縁ヨコナデ 底部ヘラケズリ Ⅳ区床面

8 上師器 内面 :ナ デ 外面 :ヘ ラケズリ Ⅳ区東壁脇床面 穿孔あり

9 土師器 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅳ区床面

上師器 甕 ∠ゝ240 *86 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ Ⅳ区床面

11 土師器 *88 内面 :ヘ ラミガキ 外面 :口縁 胴部ヘラミガキ、頸部刷毛日 カマ ド右脇床面

11111111‖hl

3 躊
量
膨
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土師器壺、自玉、砥石が得られている。第19図 1の須

恵器杯蓋はカマ ド右脇床面、同図 2の須恵器杯 (高杯

と思われる)は Ⅱ区 2層上部で出土し、共にMT85な

いしT K43並行と考えられる。同図 3は I区床面で検

出された須恵器鉢ないし盤で陶邑では見られないタイ

プである。湖西窯の西笠子64窯 に類例が求められよう

か。同図 4～ 7は土師器杯で、 4は 1層、 5。 6は 2

層、 7は床面で検出された。 4～ 5は有段口縁杯であ

る。同図 8・ 9は不の形状を呈するミニチュアの土師

器でⅣ区床面で検出されている。 8に は口唇部に穿子L

が施されている。同図10はⅣ区床面の土師器長胴甕、

同図11は カマ ド右脇床面出土の土師器壼。同図12の自

玉はⅢ区 2層出土で、H2・ 3・ 6の臼玉サイズが直

径 7 nlnt程であるのに対して直径 10111111程 と大きなサイズ

である。同図13の流紋岩製砥石は南壁周溝から出土し

た分銅型で、表裏両偶1面の各面で使用度が高い。表裏

面の中央は浅く窪む。

本住居址の時期は、須恵器、土師器杯の様相から6

世紀末葉～ 7世紀初頭と考えられる。

H9号住居IIL(第20図、写真29)

Glグ リッドで、検出面Ⅳ層で確認された。Ml堀

跡によって住居北半が破壊され、東半は調査区外であ

るため、住居南西隅部分の確認である。壁残高は45cm

である。覆土は住居址上層を覆う 1層 と下層の 2層 に

大別される。 2層 は人為埋上の傾向を示す。明確な周

溝は存在 しない。堀方は柱穴間内中央を台状に掘 り残

す傾向にある。主柱穴は4個 と想定されるが、P3の

み確認された。

遺物は土師器杯破片、土師器甕破片などが数片出土

しただけで、実測図を提示できる資料は得られていな

い。ただし、古墳時代後期の土師器であることは明確

である。

‖10号住居址 (第 21・ 22図、写真30～ 38)

H2グ リッドを主体として、検出面Ⅳ層で確認され

た。隅丸方形を呈し、南北長422cm、 東西長430cm、 壁

残高62cm、 面積17.9ぽの規模を有する。他の住居址よ

リー回り小形である。覆土は住居址上層を覆う 1層、

下層の 2層 、壁際 。柱穴上部を埋める 3層 、周溝 。柱

穴下部を埋める4層 に大別される。 2層 は人為埋上の

傾向を示す。明確な周溝が各壁に存在する。堀方は柱

穴間内中央を台状に掘 り残すタイプである。主柱穴は

4個 (Pl～ 4)で カマ ド右脇に貯蔵穴 (P5)があ

る。また、南壁中央に接 して入り口部関連施設と考え

られるP6が確認された。

カマ ドは北壁中央に位置し、粘土・割石で構築され

た両袖が確認された。焚き口部、煙道入り口に天丼石

はないものの両袖に割石が据えられていた (カ マ ド前

方に廃棄された平石の一部が天丼石と考えられよう

か)。 また、それらの中間にも袖構築材の害J石が両袖

に据えられていた。燃焼部には割石の支脚石が残存し

ていた。

遺物は土師器杯、土師器甑、土師器甕が得られてい

る。第22図 に図示した資料はカマ ド・貯蔵穴周辺と住

居中央の床面に廃棄された資料である。貯蔵穴の周辺

には同図12の胴部下半部に最大径のある長胴甕、 7・

8の小形甕があり、 8の小形甕と長胴甕は完形の状態

で廃棄されていた。カマ ド燃焼部からは 1の杯が検出

され、カマド左脇には、 3の杯、 4の小形単孔の甑完

形資料・ 6の小形甕完形資料が廃棄されていた。 2の

杯はP2脇の床面出土である。 5の大形甑・9の小形

甕 。11の長胴甕は住居中央床面に潰れた状態で廃棄さ

れていた。10の甕底部はP5脇の床面から得られてい

る。石器、玉は確認されなかった。

時期 土師器不、土師器長胴甕の形態から、 6世紀

前葉と考えられる。

表11  古墳時代住居址計測表
遣構名 主trlll方位 南北長 東西長 壁残高 面積 備考

N16° ハヽ/ 500 65× 57× 71

N18° ハヽ″

N-16° ―ヽV 25.9 98× 68× 96 60× 60× 54

N-6° W 540 ro4 75× 64× 60 P③ 48、 P④38

N-24° 一ヽV 72× 50× 70

Pl～ 4・ 6は深さ、 P5・ 7は長さ、幅、深さ、単位はcm、 lll
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標高 AB:708m

2m

0層  攪乱土・盛 り上
1層  褐色土 (10YR4/4)パ ミス、ロームブロック (～ 3 cm)
を極めて多量に含む。

2層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック(～ 8 cm)、
黒褐色土プロック (～ 8 cm)を 多量に含む。

3層  黄褐色 (10YR5/6)ロ ーム主体に黒褐色土(10YR2/2)
ブロックを含む。堀方埋土。

Pl l層  褐色土(10YR4/4)ロ ーム粒子を多量に含む。
2層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒子を多く含む。

第20図 H9号 住居址

写真29 H9号住居址

標高 7073m

1層  暗褐色土  (10YR3/3)パ ミス、ローム粒子を含む。
2層  褐色土 (10YR4/4)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 多量に含む。

黒色土(10YR2/2)ブ ロックを多く含む。

3層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒子を多く含む。
4層  暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒子を多量に含む。
5層  黄褐色 (10YR5/6)ロ ーム主体に黒褐色土(10YR2/2)プ ロックを多量に含む。
堀方埋土。

黒褐色土 (10Y郎/1)粘 土ブロック(～ 3 cm)を 多量に含む。
褐色土 (10YR4/4)粘土ブロックを含む。
暗褐色土 (10YR3/3)焼土ブロックを多量に含む。
黒褐色土 (10YR3/2)。

褐色土 (10YR4/4)。

0    (1:80)    7m

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ーム粒子を多く含む。
黒褐色土 (10YR2/2)ロ ーム粒子を含む。

ロームブロック(～ 3 cm)を 多量に含む。にぶい黄褐色 (10YR4/3)

暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒子を含む。

層

層

層

層

層

①

②

③

④

⑤

燒
標高 7077m

第21図  H10号住居址

P5 1層
2層

3層

4層
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写真30 H10住居址 (1)
(´

写真34 H10号住居力Lカ マ ド

写真31

写真32
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Cm

第22図 H10号住居量の土器

Ｗ
献
隧

表12 H10号住居址土器一覧表
番号 器種 器形 口径 底径 器高 成形・調整 出土位置 備 考

1 土師器 杯 秘 内面 :みこみ部ナデ・口縁ヨコナデ 外面 :口縁ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド燃焼部

2 土FT器 杯 内面 :みこみ部ナデ・口縁ヨコナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ Ⅱ区床面

3 土師器 不 内面 :みこみ部ナデ・口縁ヨコナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・底部ヘラケズリ カマ ド左脇床面

4 土師器 甑 内面 :口縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマ ド左脇床面 孔径22

5 土師器 甑 ∠ヽ262 332 内面 :口縁ヨコナデ・胴部刷毛日 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ 中央床面 孔径75

6 土師器 甕 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマド左llrll床面

7 土師器 甕 152 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ I区床面

8 土師器 甕 125 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :胴部ヘラケズリ ,頸部刷毛目あ り カマ ド右脇床面

9 土師器 甕 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ 中央床面

土師器 甕 *105 内面 :ナ デ 外面 :ヘラケズリ・ヘラミガキ 南壁中央床面

土師器 甕 *317 内面 :口縁 ヨコナデ・胴部ナデ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ 中央床面

土師器 斐 内面 :口縁ヨコナデ・胴部ナデ・層1毛 日 外面 :胴部ヘラケズリ・ヘラミガキ カマ ド右脇床面
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写真38 H10号住居址の土器
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囁 な穴饉慇Lと そのL物

Hl号住居址 (第 23・ 24図、写真39～ 41)

E3グ リッドを主体として、H2号住居址覆± 1層

を検出面として確認された。隅丸方形を呈し、南北長

258cm、 東西長324cm、 壁残高36cm、 面積7.9ぽの規模を

有する小形の住居址である。覆土は住居址上層を覆う

1層、下層の 2層 、Plの 3層 に大別される。 2層 は

人為埋上の傾向を示す。周溝、主柱穴は存在しない。

住居址の堀方は明確でなく、カマ ド燃焼部で皿状の堀

方が確認された。カマ ド右脇で確認されたPlは貯蔵

穴であろうか。

カマ ドは東壁中央やや南に構築されており、他の住

居址と方向を異にする。焚き口部の両袖石が残存して

いた。また、構築材と考えられる円礫がカマ ド前方床

面に廃棄されていた。袖石やそれらに用いられた礫は

浅間第一軽石流の軽石と河床礫である。

遺物は須恵器杯と石自が得られている。これらはカ

マ ド前方の床面に礫と共に廃棄されていたものである。

第24図 1・ 2の須恵器杯は回転ヘラ切 りで切 り離した

後手持ちヘラケズリで底部を調整したものである。同

図 3の石自は安山岩を石材とし、裏面にも直径 2 cmの

凹部を有する。

本住居址の時期は、須恵器杯のあり方から8世紀後

半と考えられようか。

H4号住居址 (第 25。 26図、写真42～ 46)

C6グ リッドを主体として、Ⅱ層を検出面として確

認された。Ⅳ区は現代の攪乱で破壊されている。東西

に長い隅丸方形を呈し、南北長340cm、 東西長400cm、

壁残高58cm、 推定面積13ぽ の規模を有する。覆土は住

居址上層を覆う 1層、下層の 2～ 4層 に大別される。

下層は人為埋土と考えられる。周溝、主柱穴は存在し

ないが、 I区北壁に接 して棚状の施設がある。これは

Ⅳ層を掘 り残したもので、上場長120cm・幅30cm、 高さ

34cmの規模を有する。堀方では 5層下に旧床面が存在

し本住居は拡張された可能性がある。

カマ ドは北壁中央に構築されている。構築材の主体

は面取 りされた軽石であり、扁平な河床礫と土師器甕

片も用いられ暗褐色土で固定される。長さ80cmの煙道

部には連結された土師器甕 2個体が使用されていた。

煙道入り田部には天丼石を有する石組みが残存し、土

師器甕片を含む黒褐色土で補強されていた。袖部は袖

石一部の確認に止まった。燃焼部は南北50cm程の規模

である。堀方は 2段の掘 り込みがあり、深い箇所は旧

カマ ド位置を示唆しようか。

床面、覆土には良好な遺物はなく、カマ ドから図示

した第26図 1～ 3・ 5の土師器長胴甕と同図 4の土師

器小形甕が得られている。

1・ 2は煙道部に使用された甕で 2に 1が重なる形

で連結されていた。 2は底部が抜かれていた訳である

が、その底部も構築材として使用されていた。 3～ 5

も煙道入り剛部・袖の構築材として使用されていたも

のである。 2の長胴甕は最大径が胴部上半にあり、日

縁部が「く」の字状に外反する器形で、胴部外面では

上位に横方向のヘラケズリ、中 。下位に縦方向のヘラ

ケズリがなされたものである。他の甕も同様な在り方

をなすが口縁部が「コ」の字状傾向を示している。

本住居址の時期は、土師器甕のあり方から8世紀後

半と考えられようか。

H5号住居llL(第 27・ 28図、写真47・ 48)

B7グ リッドを主体として、Ⅱ層を検出面として確

認された。東西にやや長い隅丸方形を呈し、南北長350

cm、 東西長380cm、 壁残高70cm、 面積12.9ぽの規模を有

する。覆土は住居址上層を覆う 1・ 2層 、下層の 3層 、

壁際 。柱穴の 4層 に大Bllさ れる。 3層 は人為埋土と考

えられる。ビットは 3カ所に存在し、東壁中央にある

Plと 西壁中央にあるP2が主柱穴と考えられる。西

壁を除いて壁際に掘 り込みが存在する。南壁は幅広い

帯状のものである。北壁西佃|は周溝で、東狽|は浅い 2

つの窪みである。東壁はPlの周辺に周溝があり、北
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写真39 Hl号住居址

閻

標高 7075m

1層  黒褐色土 (10YR3/2)パ ミス、ローム粒子を僅かに含む。
2層 暗褐色土 (10YR3/4)パ ミスを含む。ローム粒子を多く含む。
3層 黒褐色土 (10YR2/2)
4層  黒褐色土 (10YR2/2)ロ ームプロックを多く含む。カマ ド堀方埋土。

第23図 Hl号 住居址

Cm

Cm

l号住居址の土器 。石器

|。

9   (1慇0)   7m

表13 Hl

第24図  H

写真40 Hl号住居址カマ ド

‐  | |‐
|  

‐ ‐‐ ‐‐|||||||||

写真41 Hl号住居址の土器・石器

号住居址土器一覧表
番号 器種 器形 口径 底径 器高 成形 ・調整 出土位置 備考

1 須恵器 杯 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ カマ ド前床面 火欅あり

須恵器 不 △144 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ カマ ド前床面 火欅あり

-37-

表14 Hl号住居址石器一覧表
番 号 器種 材質 長 さ 幅 厚 さ 重量 出上位置 備考

3 石 臼 安山岩 カマ ド前床面 欠損品、口径150



標高 7067“

標高 707m

パミス、ローム粒子を含む。

,    (180)    7m
1層  暗褐色土(10YR3/3)
2層 黒褐色土 (10YR3ノ 2)
3層 褐色土(10YR4/4)
4層 褐色土(10YR4/4)
5層 暗褐色土(10YR3/3)
6層 黒褐色土(10YR3/2)
7層 黒褐色土(10YR3/2)
①層 暗褐色土(10YR3/4)
②層 暗褐色土 (10Y郎 /3)

第25図 H4号 住居址

パミス、ローム粒子 。プロックを多く含む。

パミス、ローム粒子・プロックを極めて多量に含む。

ローム粒子・プロツクを多く含む。

ロームプロックを多量に含む。堀方埋土。

ローム粒子・プロックを含む。堀方埋土。

ロームブロックを多量に含む。堀方埋土。

焼土粒子を多く含む。カマ ド覆土。

ローム粒子を含む。カマ ド構築上。

写真42 H4号住居址 写真44 H4号住居址カマ ド

写真45 H4号住居址煙道部の土器写真43 H4号住居址堀方
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4

第26図  H4号 住居址の土器

表15 H4号住居址土器一覧表

3

写真46 H4号 住居址の土器

番号 器種 器形
「
l径 底径 器高 成形 調整 出上位置 備考

1 土師器 甕 *174 内面 :ナ デ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ カマ ド煙道部

2 土師器 甕 内面 :ナ デ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部 底部ヘラケズリ カマ ド煙道部

3 土師器 甕 *124 内面 :ナ デ 外面 :口縁 ヨコナデ 胴部ヘラケズリ カマ ド煙道部

4 上師器 甕 *別 内面 :ナ デ 外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマ ド煙道部

5 土師器 甕 ∠ゝ202 *l13 内面 :ナ デ 外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ カマ ド燃焼部
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Ｅ
一

2m

褐色土 (10YR4/4)ロ ームブロック(～ 2 cm)を 多量に含む。
暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック(～ 5 cm)を 多量に含む。堀方埋土。
暗褐色土 (10YR3/4)に ぶい黄褐色 (10YR5/4)粘 土ブロック (～ 10m)を含む。

層

層

層

５

６

①

標高 7068m

ローム粒子を含む。
ローム粒子を多く含む。
ロームブロックを多量に含む。
ローム粒子を含む。

1層  黒褐色土 (10YR3/2)′ くミス、
2層 黒褐色土 (10YR3/2)パ ミス、
3層  黒褐色土 (10YR2/2)パ ミス、
4層  暗褐色土 (10YR3/3)パ ミス、

第27図 H5号住居址

写真47 H5 号住居址
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Cm

5

A―

~~ 1110

Cm

H5号住居址の土器・鉄器・玉

⑪

Ｑ

9

8

第28図

表17 H5号住居址玉・鉄器一覧表
番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 出土位置 備考

臼 I 滑 石 Ⅲ区床面 孔径2.2

ll 鉄鏃 鉄 Ⅱ区周溝

写真48 H5号住居址土器・鉄器・玉

表16 H5号住居址土器一覧表
番号 器 種 器形 口 底 径 器高 成形 ・調整 出上位置 備考

1 須恵器 郊 回転糸切 り [区床

2 須恵器 杯 回転ヘラL7」 り、手持ちヘラケズリ Ⅲ区床 火欅あり

3 須恵器 ∠ゝ68 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ カマ ド燃焼部 火欅あり

4 土師器 ナ不 内面 :ヘ ラミガキ 黒色処理 外面 :底部手持ちヘラケズリ Ⅱ区床面

5 須恵器 短頸壺 Ⅲ区 2層

6 土師器 発 ∠ゝ231 内面 :ナ デ  外面 :LI縁 ヨコナデ・1同部ヘラケズリ I区 3層

7 土師器 甕 ∠ゝ220 内面 :ナ デ  外面 :口縁 ヨコナデ 胴部ヘラケズリ Ⅱ区床面

土師器 甕 ∠ゝ206 *67 内面 :ナ デ  外面 :|コ 縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ Ⅳ区床面

9 土師器 甕 ∠ゝ214 内面 :ナ デ  外面 :口縁ヨコナデ 胴部ヘラケズリ カマ ド燃焼部
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側にあるP3に連結している。北壁西側上部は緩やか

な傾斜をなしており、上面プランが弧状を呈している。

堀方では、カマ ド燃焼部と住居南佃l中央部の掘 り込み

が著しい。

カマ ドは北壁中央に構築されている。加工された軽

石、河床礫、粘土を構築材とする。右袖、煙道入り日、

焚き田部に袖石が残る。燃焼部には並存する支脚石 2

個が埋め込まれていた。

遺物は須恵器杯、須恵器短頸壷、土師器杯、土師器

長胴甕、自玉、鉄鏃が得られている。第28図 1・ 2の

須恵器杯、同図 4の土師器杯、 7・ 8の土師器甕、臼

玉、鉄鏃が床面出土、 3の須恵器杯がカマ ド燃焼部の

出土である。 1の須恵器杯は底部が回転糸切りで切 り

離されたものである。 2・ 3の須恵器杯は、回転ヘラ

切 りで切 り離した後手持ちヘラケズリで底部が調整さ

れている。 4の上師器杯は内面ヘラミガキ・黒色処理、

底部手持ちヘラケズリが施されている。 6～ 8は 口縁

部が「コ」の字状傾向に外反する土師器長lllpl甕である。

10の滑石製自玉は直径 711111ほ どで古墳時代の自玉と同

型である。

本住居址の時期は、須恵器 。上師器のあり方から8

世紀後半と考えられようか。

H8号住居tIL(第29,30図、写真49～ 53)

F7グ リッドを主体として、Ⅲ層を検出面として確

認された。Ml堀跡によってカマ ド・北東隅を破壊さ

れている。H7号住居l■_を切る。東西にやや長い隅丸

方形を呈し、南北長250cm、 東西長320cm、 壁残高60cm、 推

定面積7.8ぽの規模を有する。覆土は住居址中央を覆う

1層、壁際の 2層 に大別されるが、共に人為埋土と考

えられる。南側中央やや東側に入り口施設と考えられ

る長さ55cm。 幅70cmの張 り出し部が確認された。ビッ

トは存在しなかったが、張 り出し部直下の堀方に浅い

掘 り込みが確認された。

カマ ドは前述したように煙道部が破壊されているが、

北壁東側で燃焼部と焚きIIl部の両袖石が確認された。

袖石は安山岩、溶結凝灰岩の扁平な楕円礫を用いてい

た。

遺物は須恵器杯、須恵器高台付杯、土師器甕、砥石、

凹石、鉄鏃が得られている。第30図 1・ 2の須恵器杯、同

図 4の須恵器高台付杯、 5の土師器甕がカマ ド前面東

側の床面に、 7の砥石が南東隅床面に廃棄されていた。

6の砥石、 8の凹石、 9の片根系鉄鏃は覆土中の遺物

である。 1～ 3の須恵器杯は回転ヘラ切 り。手持ちヘ

ラケズリで成形されたものである。

本住居址の時期は、須恵器・土師器のあり方から8

世紀後半と考えられようか。

Hll号住居址 (第31・ 32図、写真54～ 58)

D3グリッドを主体として、Ⅲ層を検出面として確

認された。東西にやや長い隅丸方形を呈し、南北長284

cm、 東西長314cm、 壁残高62cm、 面積8。 1ぽの規模を有

する。覆土は住居址中央を覆う 1層、壁際の 2層 に大

別されるが、共に入為埋土と考えられる。周溝・柱穴

は存在 しない。

カマ ドは、北壁東側に構築されている。煙道部入り

田部の石組みと両袖の一部、燃焼部と支脚石 2個が確

認された。粘土・面取 りした軽石、そして須恵器大甕

破片を構築材としていることを特徴とする。

遺物は、須恵器杯蓋、須恵器大甕、土師器甕、鉄鏃、

苧引金具が得られている。これらの遺物は床面とカマ

ドに廃棄されていたものである。第32図 4の須恵器大

甕はカマドの構築材として用いられたものである。 5

の須恵器大甕はカマ ド前面の床面に廃棄されていたも

のであるが、この資料にはH5号住居址のカマ ド・床

面・覆土に廃棄された 5点の資料が接合している。 1

の須恵器杯蓋は回転ヘラケズリで成形されたものであ

る。 3の上師器甕はやや「コ」の字状の口縁をなす。

本住居址の時期は、須恵器・土師器のあり方から8

世紀後半と考えられようか。

表18  奈良時代竪穴住居計測表
遺構名 主軸方位 南北長cm 東西長cm 壁残高cm 面積ぶ jy l-crn

N-77・―E 258 Pl:南 北62× 東西36× 深さ10
N-4・―W

H5 N-17°―W 350 Pl:深 さ34、 P2:深 さ42、 P3:深 さ12
N14°一W 250

Hll N ll・―W 284
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|¬  標高 706.9m 9    (180)    7m

第29図  H

1層  黒褐色土 (10YR3/2)黒褐色土(10YR2/2)。 ロームプロック(～ 5 cm)を
多量に含む。住居埋土。

2層  褐色土 (10YR4/4)黒褐色土 (10YR2/2)・ ロームプロック(～ 2 cm)を 多量
に含む。住居埋土。

3層  黒褐色土 (10YR3ノ2)ロ ームブロック (～ 2 cm)を 多く含む。
4層 黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック (～ 10 cm)を 多量に含む。堀方埋土。
5層  褐色土 (10YR4/4)ロ ーム主体に黒褐色土プロック (10YR2/2、 ～ 3 cm)を

含む。堀方埋土。

8号住居llL

写真51 H8号住居址カマ ド写真49 H8号住居址

写真50 H8号住居址堀方 写真52 H8号住居址入り口施設

表19 H8号住居址土器一覧表
番号 器種 器形 口径 底径 器高 成形・調整 出上位置 備考

1 須恵器 杯 144 70 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ I区床面 火欅あり

須恵器 不 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ I区床面 火欅あ り

須恵器 不 ∠ゝ138 ∠ゝ70 回転ヘラ切 り、手持ちヘラケズリ Ⅳ区 1層 火欅あ り

須恵器 杯 回転ヘラ切 り、高台貼 り付け I区床面 火欅あ り

土師器 甕 内面 :ナ デ  外面 :口縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマ ド前床面
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第30図 H8号 住居址の土器・石器・鉄器

表20 H8号住居 l」L石器 。鉄器一覧表
番号 器 種 材 質 長 さ 厚 さ 重量 出土位置 備考

6 r氏ィテ 流紋岩 385.95 Ⅲ区 1層 欠損

7 砥 石 流紋岩 238.31 東南隅床面

8 凹 イ 安山岩 Ⅱ区 2層

9 鉄 鏃 鉄 △138 7 4 Ⅲ区 1層 折れ曲が り

写真53 H8号 住居址の土器・石器 。鉄器
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層

　

層

層

↑    (180)    lm

黒褐色土 (10YR3/2)黒 褐色土プロック(10YR2/2、 ～ 5 cm)・
ロームブロック

(～ 8 cm)を 多量に含む。

[信と里T機猟3鋤 :二会事言う

'テ

ニ言論を多劃こ飢堀方埋ム

,    (140)   1lm 標高 7075m

ぃ

　

　

図第31 H ll号住居址

写真56 Hll号住居址カマ ド写真54 H ll号住居址

篭攣鴨
I:1遷 麓:l

写真57 Hll号 住居址カマド構築材写真55 H ll号 住居址堀方
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第32図  H ll号住居址の土器・鉄器

表21 H ll号住居址土器一覧表

一

A―

‐‐  6

Cm

番号 器種 器 形 口径 底 径 器高 成形・調整 出土位置 備考

1 須恵器 杯蓋 天丼部回転ヘラケズ I区床面 火欅あり

土師器 甕 内面 :ナ デ  外面 :口縁 ヨコナデ・胴部ヘラケズリ I区床面

土師器 発 内面 ナ デ 外面 :口 縁ヨコナデ・胴部ヘラケズリ カマド燃焼部

4 須恵器 甕 △470 *781 内面 :ナ デ  外面 :口 ,き 目 カマド構築材

5 須恵器 甕 *765 内面 :同心円文 外面 :叩 き目 H5と J妾合

表22 H ll号住居址鉄器一覧表
番号 器種 材質 長 さ 幅 厚 さ 重量 出土位置 備考

6 鉄鏃 鉄 2.74 Ⅲ区床面 孔径2.2

7 芋引金具 鉄 E区床面
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写真58 H ll号住居カトの上器・鉄器

-47-



2 掘立柱建物址

層

層

層

土坑

E6グ リッドでDl号土坑、

土坑が検出されている。

標高 707m
(1180)

黒褐色土(10YR2/2)

ロームブロック (～ 3 cm)を 含む。

黒褐色土(10YR3/2)

ロームブロック (～ 2 cm)を 含む。

黒褐色土 (10Y鱚ノ2)

暗褐色土(10YR3/4)

ロームプロック (～ 2 cm)を 多量

に含む。

褐色土(10YR4/4)

ロームブロック (～ 5 cm)を 多く

含む。炭化物片を多量に含む。

黒褐色土(10YR2/2)

ロームブロック (～ 6 cm)を 多く

含む。

にぶい黄橙色ローム(10YR7/2)

黒褐色土ブロック (10YR2/2、

～ 5 cm)を 含む。

層

　

層

　

層

層Ｂ
一

6層

7層

2m

標高 704m

l    (1慇0)    7m

暗褐色土 (10Y郎ノ3)

黒褐色土 (10YR3/2)ロ ームブロック(～ 3 cm)を 多く含む。
黄褐色ローム (10YR5ノ 6)主 体、黒褐色土(10YR3/2)ブ ロックを多量に含む。

第33図  Fl号 掘立柱建物址

3

E4グ リッドでD2号

Fl号掘立柱建物llL l棟 がE3、 F3グ リッドで検

出されている。時期は不明確であるが、本章で扱う。

P3・ 4がMl号堀跡に、Plが Hl号住居址に切

られ、P2が H2号住居l■を切る。遺物は検出されて

いない。

1× 1間の側柱式のものである。桁行長340cm、 梁間

長230cm、 主軸方位N-8° ―Eである。 Pl・ P4間

に深さ30cmの浅いP5が存在する。位置的に合わせて

報告するが、本址に付属するものか確定できない。 P

lで は直径15cmの柱痕が確認された。

Dl号土坑は長楕円形を呈する。規模は、長軸長208

cm、 短軸長125cm、 深さ80cm(東半はテラス状で西半が

深い)を測る。長軸方位はN-87° 一Wである。H3

号住居址を切る。

内面が黒色処理され、底部外面が手持ちヘラケズリ

写真59 Fl号掘立柱建物址

写真60 Dl号土坑第34図  Dl号 土坑
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で整形された土師器杯底部破片、回転糸切りで切り離

し、その外周を回転ヘラ切りで整形した須恵器高台付

不底部破片が出土しており、8世紀後半期の土坑と考

えられようか。

黒褐色土(10YR3/2)
ロームブロック (～ 2 cm)を 含む。
黒褐色土(10YR3/2)
ローム粒子を多く含む。

標高 707m

(1180) 2m

第35図  D2号 土坑

4

C8グ リッドで Pl・ P2ピ ット、 F5グ リッドで

P3・ P4ピ ットが検出されている。 P2ピ ットはH

6号住居址を切 り、 P3・ P4ピ ットはMl号 堀跡に

D2号土坑はH3号住居址を切り、攪乱により西半

部が破壊されている。残存規模は長軸長90cm、 短軸長

80cm、 深さ60cmで、長軸方位はN-34° 一Eである。

遺物はなく時期が確定できない。

ビット

切られる。 Pl・ P2間 は150cm、 P3・ P4間 は145

cmである。Plでは直径15cmの柱痕か確認された。こ

れらは、遺物の出土はなく時期を確定できない。

層

　

層

可◎
可ハ６

ょ

Ｐｌ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ２

層

層

　

層

黒褐色土 (10Y郎 /2)

黒褐色土(10YR2/2)

ロームブロック (～ 2 clll)を含む。

褐色土 (10YR4/4)
ローム粒子を多量に含む。

標高 7064m

2ピ ット

麒褪
01

標高 7064m

1層  黒褐色土 (10YR3ノ2)ロ ーム粒子を含む。
2層  暗褐色土 (10YR3/3)ロ ームブロック(～ 2 cm)を 含む。
3層  暗褐色土 (10Y間/4)ロ ームブロック(～ 2 cm)を 多量に含む。

2m

写真62 2ピ ッ

写真61 D2号土坑

劇霙

」颯
ｏ‐9    (1:80)    lm
第36図  Pl

第37図  P3・ 4ピ ット
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FDl号 火葬墓からFD4号 火葬墓の 4基が確認さ

れた。検出位置はFDl～ 3号火葬墓がE6グ リッド

で、FD4号 火葬墓がF6グ リッドである。これらは

Ml号堀跡埋没後の窪地を利用して設置されたものと

考えられる。また、その窪地地形を要因として上部が

自然削平されていた。FDl～ 3号の 3基が密接して

北側の傾斜地に、FD4号 が単独で南側の傾斜地に位

置し、両者の間隔は 2mである。

FDl号 火葬墓 (第38図、写真64)

検出状態では不整円形を呈し、長軸長69cm、 短軸長

59cm、 深さ 8 cmの規模である。上部は削平され基本土

層第 I層 を除去した段階で人骨片が検出されている。

図中の網目は人骨片、灰の分布を示す。底面周辺は部

分的に焼けて焼土面をなす。その上位に炭化物片、灰。

人骨片の順番で乗る。

南西隅に古銭10枚 (第 39図 )力渇J葬されていた。鋳

造年代の古いものより、開元通費 (唐 .621)1枚、天

薦通費 (北宋。1017)1枚、天聖元費 (北宋。1023)

1枚、景祐元費 (北宋。1034)1枚、皇宋通費 (北宋。1038)

2枚、熙寧元費 (北宋。1068)1枚、元豊通費 (北宋.1078)

1枚、元祐通費 (北宋。1086)2枚 である。主体は北

宋銭 9枚である。

D2号火葬墓 (第40図、写真67・ 68)

検出状態では南北に長い楕円形を呈し、長軸長107cm、

短軸長80cm、 深さ28cmの規模である。また、東南部に

長さ20cm、 幅20cmほ どの煙道部状を呈する張り出し部

が存在する。基本土層第 I層 を除去した段階では人骨

片が僅かに検出される程度で、15cmほ どの覆土が存在

した。第40図上における網目は人骨片・灰の分布を示

し、同図下は底面の焼土部分である。焼土の上には厚

さ8 cmほ どの炭化物の堆積があり、その上位が灰 。人

骨片である。人骨は砕片が多く、量質的に残りは悪い。

副葬品は存在しなかった。

D3号火葬墓 (第41図、写真69)

検出状態では不整円形を呈し、長軸長78cm、 短軸長

68cm、 深さ9 cmの規模である。基本土層第 I層 を除去

した段階で人骨片が僅かに検出され、覆土も存在する

が人骨 。灰の残 りは悪い。図中の網目は人骨片、灰の

分布であるが僅かで、その下の炭化物の残存は良好で

ある。底面北 。東の側面はよく焼けており、東側には

長さ30cmほ どの礫が存在した。副葬品はない。

D4号火葬墓 (第42図、写真70)

検出状態では東西に長い楕円形呈し、長軸長94cm、

短軸長54cm、 深さ17cmの規模である。また、傾斜下方

である北惧1に長さ10cm、 幅26cmほ どの煙道部状を呈す

る張り出し部が存在する。基本土層第 I層 を除去した

段階で 5 cmほ どの覆土が存在していた。底面南佃1面が

よく焼けており、図中の網目範囲に一定量の人骨が残

存した。なかには炭化した人骨が存在していた。副葬

品はない。

Qハ

1 火葬墓

◎
ハ

(1:40) 標高 706.6m
lm

層

層

１

２

暗褐色土(10YR3/3)焼 土ブロック・炭化物片を含む。
暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒子を含む。

第38図  FDl号 火葬墓
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1 開元通費
唐。621
24.55/25.20 mm

3.53 g

6 皇宋通費
北宋 .1038
家書
25.30/25.10皿m
3.46 g

2 天藉通費
北宋。 1017
25.20/25.00 mm

3.60 g

7 熙寧元賓
北宋 .1068
真書
23.05/22.95皿皿
3.35 g

第39図  FD

3 天聖元賓
北宋 .1023
真書
24.75/24.85 mm

3.05 g

4 景祐元賢
北宋。 1034

真書
25.15/24.95 mm

3.57 g

5 皇宋通費
北宋。1038

真書
24.20/24.05 mm

2.97 g

10 元祐通費
北宋 .1086
行書
24.40/24.20 11ull

3.15 g

8 元豊通費    9 元祐通賢
北宋 .1078     北宋 .1086
行書        行書
24.00/23.90111111         24.50/24.80 11ull

3.97 g                3.55 g

l号火葬墓に副葬された古銭 (原寸 )

写真65 FDl号 火葬墓に副葬された古銭

写真66 火葬墓群

-51-



層

層

層

１

２

３

長軸方位 N-4°
長軸長  107 cm
短軸長   80 cm
深さ     28 cm

標高 7066m

暗褐色土(10YR3/3)ロ ーム粒子を多く含む。
黒褐色土(10YR2/2)ロ ーム粒子を含む。
褐色土 (10YR4/4)

第40図  FD2号 火葬墓

1層  暗褐色土(10YR3/3)

第42図

1層 暗褐色土 (10YR3/3)ロ ーム粒子を多く含む。

第41図 FD3号 火葬墓

く
|

長軸方位 N-37°―W
長軸長  78 cm
短軸長  68 cm
深さ   9 cm

標高 7066m

標高 7066m

長軸方位 N-84°―W
長軸長  94 cm
短軸長  54 cm
深さ     17 cm

ローム粒子を多く含む。

FD4号 火葬墓

lm

写真67 FD2号 火葬墓の人骨

写真68 FD2号 火葬墓の堀方と焼土

写真69 FD3号 火葬墓の人骨と炭化物

写真70 FD4号 火葬墓の人骨
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2

調査区を横断するMl号堀跡が E・ F行グリッドで

検出されている。 I層 を除去した段階では (北側検出

面 Ⅱ層、南側検出面Ⅲ層 )、 1嘱 5～ 6mの緩やかに窪

む堀の範囲が確認された。稜をもって落ち込む堀の淵

幅は2.5～ 3mで、深さ3mほ どである。底面は幅30cm

前後と極めて狭くなる。調査区東端と西端では比高差

708 m  l層 褐色土 (10YR4/6)パ ミス、小礫を多く含む。
2層 黒褐色土 (10YR3/2)パ ミス、小礫を多く含む。
3層 褐色土 (10YR4/6)パ ミス、ロームプロックを多く含む。
4層  黒褐色土 (10Y鮨/2)パ ミス、砂を多量に含む。

707m  5層  暗褐色土 (10YR3ノ3)砂 を多量に含む。
6層 暗褐色土(10YR3/3)と 明赤灰色ローム(2 5YR7/2)の互層。
砂を多量に含む。

7層 暗褐色土(10YR3/3)
8層 黒褐色土(10YR3/2)
9層 褐色土  (10YR4/4)
10層 褐色土 (10YR5/4)明 赤灰色ローム(2.5YR7/2)プ ロックを
多く含む。

11層 砂層。

9     (‖ K10)    'm

1層  黒褐色土 (10YR3/2)砂 質、小礫を多量に含む。
2層 黒褐色土 (10YR2/2)′ くミス、小礫を多く含む。
3層 暗褐色土 (10YR3ノ3)黄 褐色ロームプロックを多く含む。
4層  褐色土 (10YR4/4)黄 褐色ロームプロックを多量に含む。
5層 黄褐色ローム(10YR5/6)主 体、褐色土ブロックを多量に含む。
6層 褐色土(10YR4/4)
7層 にぶい黄橙色土 (10YR6/4)
8層 灰 白色ローム(10YR7/1)主 体、褐色土 (10YR4/4)プ ロックを多量に含む。
9層 褐色上 (lCIYR4/4)
10層 黄褐色ローム(10YR5/6)主 体、黒褐色上 (10Y郎 /2)プ ロックを多量に含む。
H層 灰白色ローム(10YR7/1)主 体、褐色上 (10YR4/4)プ ロックを多量に含む。
12層 褐色土 (10YR4/4)灰 白色ローム(10YR7/1)プ ロックを多量に含む。
13層 砂層。

黒褐色土 (10Y鱚/2)パ ミス、小礫を多く含む。
黒褐色土 (10YR2/2)ノ 1ヽ礫を多く含む。
黒褐色土 (10YR3/2)4ヽ 礫、ローム粒子を多量に含む。
黒褐色土 (10YR2/2)

褐色土 (10YR4/4)ノ Jヽ礫、ローム・黒褐色土

プロックを多量に含む。

黒褐色土 (10Y即ノ2)

黄褐色ローム(10YR5/6)主 体、黒褐色土 (10YR3/2)

ブロックを多量に含む。

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)・ 灰白色ローム(10YR7/1)

プロックを多量に含む。

灰白色ローム(10YR7/1)主 体、にぶい黄褐色土

(10YR5/4)プ ロックを含む。

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)

にぶい黄褐色土 (10YR5/4)灰 白色ローム (10YR7ノ 1)
プロックを含む。

砂層。

0・ イ

2

Cm

1:華1群
黄褐色ローム

藤欝猥張1翼ζttlIム

706m

1層

2層

3層

4層
5層

6層

7層

8層
9層

10層

11層

12層

13層

■ _

堀跡

lm程の傾斜を有している。所謂薬研堀であるが、下

半部の堆積は崩落した脆弱な火砕流堆積であり、上半

部幅の変形を考慮しなくてはならない。また、覆土上

部の火砕流堆積は崩落土塁を示唆しようか。遺物は推

定口径84nlntの かわらけ片 1点 と推定底径64nllllの青磁盤

底部破片 1点が覆土上層から検出された。
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写真71 Ml号堀跡

-54-



冒頭で記述したように上ノ城遺跡の調査地点は江戸

時代末期に築城された藤ケ城の縄張 りに存在し、隣接

する岩村田小学校には本丸の石垣が残されていること

から、その時期の遺構・遺物の存在を確認することが

一つの目標であった。しかし、その時代の遺物・遺構

はほとんど確認されなかった。本調査地点には双信電

気の工場が存在していたため、建物建設と整地により、

遺構が存在していたとしても、その削平によつて破壊

された可能性が高い。ただ、本調査地点は外馬場であつ

た可能性が高いことから、調査区西側に残る砂質の I

層が、東北から南西方向に傾斜していた1日地形の整地

層であつた可能性は指摘できる。確認された中世の堀

跡は自然の状態では当時、窪地地形であった可能性が

高いことからも整地層の存在は予想できる。但し、遺

物からは I層の時期は確定できなかった。

さて、以上のように当初の予想とは反したが、第一

に、古 くは縄文時代の狩り場として利用されていたこ

とが、 2基の陥し穴の存在から明らかになった。浅間

第一軽石流の堆積で形成された田切台地では、縄文時

代の集落はほとんど確認されない。その一方で、古代

の集落調査に伴い、台地上に縄文時代の陥し穴が展開

している状況が把握されてきた。その時期決定など課

題は多いが、本遺跡でもその配列の一端が垣間見られ

た。田切 り地形は軽石流の脆さに起因する極端な浸食

作用の結果であり、縄文時代においては今とは様変わ

りな丘陵地形が展開していたのであろう。そして、第

2に、古墳・奈良時代の集落が確認され、第 3に、中

世において時期 。性格は捉えきれないが、大井氏の日∫

割りを想定させるような堀跡や、火葬墓の確認から墓

域として利用されていることが半J明 したのである。

古墳時代の集落は全体像が不明であるH9号住居址

を除くと、 6世紀に展開されたと考える 5軒の竪穴住

居址から構成されていた。その規模は、初期に形成さ

れたH10号住居l■が床面積17.9ぽ と小さく、後のH2・

3・ 6。 7号住居址の床面積は23.8～ 29。3ぽ と拡大され

た。主柱穴 4本 とカマ ド右脇の貯蔵穴は各住居址の基

本施設であり、柱穴に溝が連結する特徴がH3号住居

址を典型に、H6。 7号住居址に見られた。

北壁に構築されたカマ ドの特徴は、残りが良好なH

3・ 6・ 10号住居址に同様な構築方法が示されていた。

住居址の堀方は柱穴間中央を台状に掘 り残し、壁際を

深く掘 り窪める方式であり、カマ ド部分も一旦は深く

掘られている。そこに、床・燃焼部か形成され、その

際に両袖の骨組みとなる割石が配列して埋め込まれる。

また、古墳時代で使用されていた割石は、溶結凝灰岩

ないし溶結安山岩と呼ばれる石材で、佐久市東部山地

からもたらされたものと考えられる。その石組みは、

H3号住居址の焚き口部と煙道入り田部が示すように

天丼石を有するものである。

奈良時代の竪穴住居址は、ほぼ同時期と捉えた 5軒

からなるが、各住居形態が異なっており検討の余地が

あろうか。ただし、明らかに住居形態の異なるH5号

とH ll号住居l■で、住居廃絶時に廃棄されたと考えら

れる須恵器大甕の接合関係が確認されていることは重

視しなければならない。Hl号住居址はカマ ドの位置

が東側であり、他の住居とは様相を異にする。H5号

住居址は東西の壁中央部に主柱穴を有する点で異なる。

H4・ 8。 11号住居址は主柱穴が存在しない点で同等

であるが、H8号住居址は出入り国と想定される施設

を有する点で異なる。そして、カマ ドの構築方法が各

住居で個性的である。

構築材に利用されていた石が、割石から浅間第一軽

石流の軽石や河床礫に変更することが奈良時代の特徴

であるが、その構築材に土器が用いられる点も大きな

特徴である。H4号住居址では、面取 りされた軽石や

扁平な河床礫で煙道入り口部が構築されていたが、底

部を抜いた土師器長胴甕が煙道部の煙突として、その

破片が補強材として利用されていた。 H ll号住居址も

同様に面取 りされた軽石や扁平な河床礫で煙道入り口

部・両袖が構築されていたが、その補強材として須恵

器大甕の破片を利用していた点は極めて特徴的な在り

方であった。
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